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人　口7,724人（前月比 －35）

〈男3,769人　女3,955人〉

世帯数2,750戸（前月比 －9）

出生数5人 （男2・女3）

死亡数7人　　 （男5・女2）

4月1日の人口動態
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４月14日（日）城崎海岸にて、郵便局の職員で組織する「全逓
ぜんてい

安房支部」の組合員の皆さんによ

る海岸清掃が、澄みきった青空のもと、とりおこなわれました。

郷土愛ときれいな街づくりをモットーにしたこの活動は今年で６回目を迎え、総勢267名による、

大規模なボランティア清掃となりました。

みなさんの善意により、天津小湊町の海は輝き、浜はきれいに保たれています。



ひろげよう　あいさつの輪

平成14年度当初予算

今
年
度
の
当
初
予
算
が
、
三
月

定
例
町
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
厳
し
い
社
会
経
済
環
境
を
ふ
ま

え
、
町
長
以
下
一
般
職
員
に
お
よ

ぶ
人
件
費
の
削
減
を
始
め
と
し
た

各
種
経
常
経
費
の
削
減
を
図
る
い

っ
ぽ
う
で
、
地
域
住
民
の
福
祉
の

充
実
や
安
房
郡
市
で
初
の
戸
籍
事

務
の
完
全
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の
推

進
等
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見

据
え
た
各
種
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開

に
つ
い
て
積
極
型
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

歳
入
面
で
は
、
ゴ
ミ
処
理
手
数

料
の
従
量
制
導
入
に
よ
り
、
新
た

な
財
源
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、

地
方
交
付
税
お
よ
び
そ
の
他
交
付

金
等
に
伸
び
の
な
い
状
況
に
よ
り
、

不
足
す
る
財
源
を
財
政
調
整
基
金

の
一
部
を
取
り
崩
し
、
補
て
ん
し

ま
し
た
。

歳
出
面
で
は
、
物
件
費
等
の
経

常
経
費
の
削
減
に
努
め
、
生
活
関

連
の
町
道
、
排
水
路
改
修
事
業
等

を
計
上
し
、
で
き
る
限
り
町
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
予
算

当
初
予
算
額
は
、
二
七
億
一
五

九
七
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
金
額
で
六
億
六
三
七

四
万
五
千
円
、
一
九
・
六
パ
ー
セ
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住住住住みみみみよよよよいいいいままままちちちちづづづづくくくくりりりりののののたたたためめめめにににに
～福祉の充実、環境の整備、観光振興などを～

歳入 歳出 

町税 
6億9,450万1千円 
 

地方交付税 
11億5,200万円 
 

町債 
1億9,150 
　　　万円 

地方譲与税     1,800万円 
利子割交付金    700万円 
地方消費税交付金 
　7,500万円 
特別地方消費税交付金 
　1千円 
自動車取得税交付金 
　1,450万円 
交通安全対策特別交付金 
　60万円 
地方特例交付金 
　1,900万円 

使・手・財 
3,281万9千円 
 分担金及び負担金 

7,958万円 

国・県支出金 
2億1,421万円 

国庫支出金 
　9,328万8千円 
県支出金 1億2,092万2千円 

その他 7,137万円 
 

使用料及び手数料 
　　　 3,240万3千円 
財産収入  41万6千円 

諸収入    786万9千円 
寄附金    275万2千円 
繰越金 6,074万9千円 

譲与税等  
1億3,410万1千円 

議会費 
8,705万3千円 

総務費 
5億3,928万4千円 

民生費 
3億6,513万 
6千円 

衛生費 
3億1,653万 
8千円 

農林水産業費 
9,307万3千円 

商工費 
9,591万9千円 

土木費 
1億245万4千円 

消防費 
1億5,770万円 

教育費 
3億949万9千円 

災害復旧費  
 4千円 

予備費  
 500万円 

公債費 
4億3,472万 
2千円 

諸支出金 
2億958万 
　8千円  繰入金 

1億4,588万 
9千円 
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通勤通学定期券は　地元の駅で買いましょう

ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

減
と
な
っ
た
主
な
内
容
は
、
廃

棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
や
清
澄

駐
車
場
公
衆
ト
イ
レ
整
備
事
業
等

の
普
通
建
設
事
業
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
す
。

＊
今
年
度
の
費
目
別
主
要
事
業
な

ど
（
カ
ッ
コ
内
は
担
当
課
）

▼
総
務
費

▽
仮
称
浜
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
（
総
務
課
）

１
８
０
０
万
円

▼
民
生
費

▽
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
（
住
民
福

祉
課
）

３
０
８
万
３
千
円

▽
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
委
託
料

（
住
民
福
祉
課
）

２
１
４
万
６
千
円

▽
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
使
用
料
（
住
民
福
祉
課
）

２
４
４
万
７
千
円

▽
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
借
上
料

（
住
民
福
祉
課
）

１
０
６
万
７
千
円
　

▽
身
体
障
害
者
療
護
施
設
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
（
住
民
福
祉

課
）

４
０
３
万
２
千
円

▽
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療

給
付
改
善
事
業
費
（
住
民
福
祉
課
）

１
３
１
２
万
８
千
円

▽
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
措

置
費
（
住
民
福
祉
課
）

３
１
４
５
万
４
千
円

▽
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
委
託

料
（
住
民
福
祉
課
）４

４
０
万
８
千
円

▽
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料

（
住
民
福
祉
課
）

６
２
４
万
円

▽
老
人
福
祉
施
設
措
置
費
（
住
民

福
祉
課
）

２
６
６
３
万
１
千
円

▼
衛
生
費

▽
老
人
保
健
事
業
委
託
料
（
保
健

環
境
課
）

１
５
４
１
万
５
千
円

▽
家
庭
用
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金
（
保
健
環

境
課
）

１
０
１
１
万
２
千
円

▽
南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
へ
の

負
担
金
お
よ
び
出
資
金
（
保
健
環

境
課
）

２
４
０
８
万
５
千
円

▽
塵
芥
収
集
車
購
入
費
（
保
健
環

境
課
）

６
０
０
万
円

▽
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
機
購
入
費
（
保
健
環
境
課
）

３
１
５
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

▽
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
補
助

金
（
産
業
建
設
課
）

１
０
０
０
万
円

▽
県
単
漁
業
構
造
改
善
事
業
補
助

金
（
産
業
建
設
課
）５

７
７
万
６
千
円

▽
天
津
・
小
湊
漁
港
広
域
漁
港
整

備
事
業
負
担
金
（
産
業
建
設
課
）

１
７
６
５
万
円

▼
商
工
費

▽
花
壇
緑
地
管
理
委
託
料
（
企
画

観
光
課
）

７
０
０
万
円

▽
観
光
宣
伝
事
業
委
託
料
（
企
画

観
光
課
）

４
８
０
万
円

▽
小
湊
駅
前
駐
車
場
整
備
工
事

（
企
画
観
光
課
）

１
２
５
０
万
円

▼
土
木
費

▽
町
道
排
水
路
等
整
備
工
事
（
産

業
建
設
課
）

４
５
０
０
万
円

▼
教
育
費

▽
自
然
体
験
学
習
（
ス
キ
ー
教
室
）

補
助
金
（
教
育
委
員
会
）２

６
０
万
円

▼
諸
支
出
金

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出

（
保
健
環
境
課
）５

９
５
６
万
１
千
円

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
（
保
健
環
境
課
）

５
５
３
８
万
１
千
円

▽
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
（
水

道
課
）

３
１
３
２
万
９
千
円

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

（
住
民
福
祉
課
）６

１
７
４
万
５
千
円

◎
特
別
会
計
予
算

今
年
度
の
特
別
会
計
予
算
額
は
、

合
計
二
九
億
三
九
九
三
万
五
千
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

金
額
で
は
、
二
億
三
七
四
二
万
三

千
円
、
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
会
計
別
の
金
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
予
算
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
限
ら
れ
た
貴
重
な
財

源
を
で
き
る
限
り
有
効
に
活
用
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。

国 民 健 康 保 険   

老 人 保 健 

清 澄 簡 易 水 道  

天津・浜荻・清澄財産区 

介 護 保 険 

水 道 事 業 

8億1938万3千円    

11億9590万6千円  

507万5千円  

1168万9千円  

4億4974万8千円    

4億5813万4千円   

29億3993万5千円 合　　　　　計 

区　　　　　分 金　　　　　額 

特別会計予算表 

平
成
一
三
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
整
備
事
業
に
よ
り
、
建

設
さ
れ
た
仲
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
三
月
二

五
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
総
事
業
費
一
七
九
〇

万
円
で
、
木
造
平
屋
建
、
広
さ

は
約
九
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

和
室
の
会
議
室
、
台
所
、
ト
イ

レ
な
ど
が
備
え
ら
れ
、
各
所
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
区

住
民
の
催
し
物
、
集
会
、
憩
い

の
場
と
し
て
、
大
い
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仲
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
し
た
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　　　に見守られての入学（園）式となりました。 
　　　小学校（天津３４名･小湊１３名）、中学 
　　　ちの、希望に満ちた新しい生活がいよいよ 

春から1 　年生に　　 なりました!!春から1 　年生に　　 なりました!!　 なりました!!

小湊幼稚園 

小湊中学校 小湊小学校 

　　　ました。
　　　への関わりがこれまで以上に重要になります。学校の授業も、
　　　めに、学校教育の内容も変わります。

　　　　　　5555日日日日制制制制がががが始始始始ままままりりりりままままししししたたたた。。。。 授業が変わる
評価が変わる
子どもが変わる
学校が変わる

・完全学校週５日制の実施に伴い、授業時間がこれまでより短縮
・ゆとりの中で、基礎、基本を確実に習得させるため、共通に学ぶ教育内
容を厳選
・「総合的な学習の時間」を新設し、体験的、問題解決的な学習を実施
・相対評価から絶対評価へ　
クラスの中の順位で評価するのではなく、子どもたち一人ひとりが学習
指導要領に示す目標や内容をどこまで達成できているかを見る評価に
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　ことしの桜は一足お先に春を迎え、葉桜　　　
 　町内の幼稚園（天津３０名・小湊８名）　　　
校（天津５１名・小湊２１名）の新入生た　　　
はじまります。 
 　みなさん、ご入学（園）おめでとう!!!

春から1年生に　年生に　　 なりました!!春から1年生に　年生に　　 なりました!!春から1年生に　
、 

天津幼稚園 

天津小学校 天津中学校 

４月から毎週土曜日を休みとする「完全学校週５日制」が始まり　　　
子どもたちの学校外での時間が増え、家庭や地域での子どもたち　　　
ゆとりの中で、子どもたち一人ひとりの「生きる力」を育てるた　　　

毎毎毎毎週週週週土土土土曜曜曜曜日日日日がががが休休休休みみみみにににに！！！！完完完完全全全全学学学学校校校校週週週週　　　　

○完全学校週５日制の受け皿づくり
子どもたちの休みが週二日になることから、マスコミ報道を中心に「学力低下」や「非行増加」が懸念されています。
また、各調査によると子どもたちは「ゆっくりしたいと思っている」という結果が出ています。
町教育委員会では、完全学校５日制のもとでの子どもたちの実態に即した施策の実施に向けて、新しい組織を創設しま
す。そして保護者との調整を行い、適切な対応を考えていきます。
○スクールボランティア
子どもたちや保護者のニーズに応えていくためにも、生涯学習ボランティアの体制づくりを進めていかなければなりま
せん。子どもたちが、地域の人やモノ、自然を生きた教材として体験的な学習をしていくためには、地域の方々の協力が
必要です。
学校では多様な学習をします。例えば、歴史の学習で神社仏閣を調べたり、理科の学習で生物の生態を調べたりします。
このようなときに、専門的な知識や技術、あるいは場所の提供で子どもたちの学習を助けてくれるのがスクールボランテ
ィアです。
地域を愛し、地域に誇りを持つ子どもたちを育てていくためにもスクールボランティアは必要です。
現在、今まで町内の学校に協力いただいている方を中心に６０を越える人や施設に加入していただいています。
このスクールボランティアは常時募集しておりますのでお気持ちのある方は町内の学校、又は町教育委員会までご連絡
ください。
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ごみの投げ捨てをやめて　美しいまちに　

ダダダダイイイイオオオオキキキキシシシシンンンン対対対対策策策策のののの
大大大大規規規規模模模模改改改改修修修修工工工工事事事事がががが完完完完了了了了ししししままままししししたたたた

平
成
一
四
年
一
二
月
か
ら
、
当

町
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
か
ら
排
出
さ

れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
の
基
準

が
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
八

〇
ナ
ノ
グ
ラ
ム
（
一
ナ
ノ
グ
ラ
ム

は
一
〇
億
分
の
一
）
以
下
か
ら
五

ナ
ノ
グ
ラ
ム
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
基
準
に
対
応
す

る
た
め
に
、
燃
焼
管
理
及
び
公
害

関
連
設
備
の
大
規
模
改
修
を
平
成

一
三
年
三
月
に
着
工
し
、
平
成
一

四
年
三
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
、
五
億
一
八
七
〇

万
円
で
す
。

衛生センター施設全景

活性炭サイロ

■有害ガス除去装置

中央監視室にて

燃焼ガスの中に活性炭と消石灰を吹き込み、有害成分を吸着させ、バグフィル
タ内のろ布によって捕集し、清浄な空気にします。

消石炭サイロ バグフィルタ

ガス冷却室

■排ガス処理設備
高温の排ガスは冷却水を噴霧
し、ガス冷却室と減温塔により
急速に冷却します。

減温塔 混練機

■灰固形化処理施設
減温塔から排出される沈降灰とバグフィルタ
で捕集した飛灰は、薬剤処理され混練機で固
形化処理します。

■中央監視室

センター内の各設備を中央監視室で、集中管理します。焼
却炉の炉内圧や温度管理も安全にコントロールします。

集中コントロールにより、
安全・確実な焼却処理を実現

衛衛生生セセンンタターー
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町町
文文
化化
財財
にに
新新
たた
にに

５５
件件
をを
指指
定定

町
で
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
一

一
年
度
ま
で
、
町
内
の
石
造
物
悉し
っ

皆か
い

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
貴
重
な

文
化
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
、
歴
史
的
・
美
術

的
価
値
の
高
い
、
次
の
五
点
を
新

し
く
町
の
文
化
財
に
指
定
し
、
保

護
活
用
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

清
澄
寺
石
造
宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

（
応
永
一
二
年
在
銘
）

清
澄
寺
本
堂
裏
山
（
妙
見
山
）

に
あ
り
、
塔
身
の
正
面
に
は
大
日

如
来
像
が
、
ま
た
他
の
面
に
は
天て
ん

鼓く

雷
音
ら
い
お
ん

如
来
、
開か
い

敷
華
ふ

け

王お
う

如
来
、

無
量
寿

む
り
ょ
う
じ
ゅ

如
来
の
種
子
し
ゅ
じ

が
刻
ん
で
あ

り
ま
す
。
基
礎
部
分
に
は
、
応
永

一
二
年
（
１
４
０
５
）
の
紀
年
と

建
立
趣
意
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
本
町
最
古
の
石
造
物
で
、
町

の
歴
史
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の

で
す
。清

澄
寺
石
造
宝
篋
印
塔

清
澄
寺
の
境
内
に
あ
り
、
紀
年

銘
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
室
町

期
の
建
立
と
み
ら
れ
、
状
態
は
良

好
で
す
。
清
澄
寺
、
中
庭
に
あ
る

県
指
定
有
形
文
化
財
の
石
造
宝
篋

印
塔
と
同
型
で
、
同
時
代
の
物
と

思
わ
れ
ま
す
。
塔
身
の
正
面
に
阿あ

弥
陀
み

だ

如
来
像
が
、
ま
た
他
の
三
面

に
は
天
鼓
雷
音
如
来
、
開
敷
華
王

如
来
、
宝
幢
ほ
う
と
う

如
来
の
種
子
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

毘
沙
門
天

び
し
ゃ
も
ん
て
ん

板
碑
い
た
び

清
澄
寺
の
西
の
山
に
あ
り
、
毘

沙
門
天
の
図
像
を
描
い
た
板
碑
は
、

県
内
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
も
の

で
す
。
紀
年
銘
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
が
「
明
了

め
い
り
ょ
う
」
と
い
う
銘
文
か
ら
、

応
永
期
（
１
３
９
４
〜
１
４
２
７
）

の
造
立
と
み
ら
れ
ま
す
。

六
地
蔵

ろ
く
じ
ぞ
う

板
碑

清
澄
地
区
の
お
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
正
面
に
四
体
、
左
右

側
面
に
各
一
体
の
地
蔵
菩
薩
像
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
紀
年
銘
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
応
永
三
五
年
（
１

４
２
８
）
の
銘
が
あ
る
御
宿
町
の

月
夜
見
社

つ
き
よ
み
し
ゃ

の
宝
塔
の
像
と
よ
く
似

て
い
る
作
風
か
ら
、
こ
の
板
碑
も

こ
の
こ
ろ
の
造
立
と
推
定
さ
れ
、

安
房
地
域
最
古
例
の
六
地
蔵
と
し

て
貴
重
で
す
。

石
造
五
大
明
王

自
性
院
（
通
称
波
切
不
動
）
の

入
口
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
石

造
の
五
大
明
王
（
金
剛
夜
叉

こ
ん
ご
う
や
し
ゃ

明

王
・
大
威
徳

だ
い
い
と
く

明
王
・
軍ぐ
ん

荼
利
だ

り

明

王
・
降
三
世

ご
う
ざ
ん
ぜ

明
王
・
不
動
ふ
ど
う

明
王
）

は
、
全
国
的
に
も
希
少
で
、
本
県

で
は
初
め
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で

す
。
銘
文
は
刻
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
江
戸
時
代
後
期
の
作
と
み
ら

れ
、
工
芸
的
に
も
優
れ
た
作
例
で

す
。

県
が
海
岸
整
備
事
業
の
一
環
と

し
て
進
め
て
き
た
、
ふ
れ
あ
い
橋

（
人
道
橋
）
が
完
成
し
、
三
月
二

五
日
に
開
通
式
と
渡
り
初
め
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
見
守
る
中
、
松
尾
弘
道

県
河
川
海
岸
課
長
、
齋
藤
美

信
県
議
会
議
員
、
片
桐
有
而

町
長
、
西
川
和
広
町
議
会
議

長
、
浅
野
勝
義
鴨
川
土
木
事

務
所
長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の

後
、
来
賓
の
皆
さ
ん
と
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
会
員
に
よ
る
渡
り

初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
橋
は
、
長
さ
五

四
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
メ
ー
ト

ル
で
、
二
タ
間
川
河
口
の
町

役
場
・
公
民
館
側
と
引
土
・
わ
ん

ぱ
く
ハ
ウ
ス
側
を
連
絡
し
て
い
ま

す
。

今
後
、
地
域
住
民
や
海
水
浴
客

の
利
便
性
の
拡
大
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
と
し
て
多
く
の
人
に
利

用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

ふふふふれれれれああああいいいい橋橋橋橋（（（（人人人人道道道道橋橋橋橋））））
供供供供用用用用開開開開始始始始

石
造
五
大
明
王
の
ひ
と
つ

金
剛
夜
叉
明
王
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シートベルトを締めて　安全運転を　

▼
議
会
事
務
局

▽
主
幹
兼
議
会
事
務
局
長
　
忍
足

仁
一
（
課
長
補
佐
兼
議
会
事
務
局

長
）

▼
総
務
課

▽
副
主
査
　
松
本
都
（
収
入
役
室

副
主
査
）
▽
主
任
主
事
　
桐
木
勝

（
総
務
課
主
任
主
事
・
県
市
町
村
課

研
修
終
了
）
▽
主
事
　
佐
藤
民
江

（
企
画
観
光
課
主
事
）
▽
自
動
車
運

転
手
　
金
高
政
博
（
企
画
観
光
課

自
動
車
運
転
手
兼
事
務
補
助
員
）

▽
課
長
補
佐
兼
文
書
室
長
　
松
本

建
一
（
税
務
課
長
補
佐
兼
諸
税
係

長
）
▽
文
書
室
事
務
補
助
員
　
梅

原
せ
つ
子
（
住
民
福
祉
課
事
務
補

助
員
）

▼
収
入
役
室

▽
主
任
主
事
　
冨
澤
明
子
（
保
健

環
境
課
主
任
主
事
）

▼
企
画
観
光
課

▽
課
長
補
佐
兼
市
町
村
合
併
対
策

係
長
　
野
村
利
雄
（
課
長
補
佐
）

▽
主
任
主
事
　
田
中
仁
之
（
総
務

課
主
任
主
事
・
県
企
画
政
策
課
研

修
終
了
）
▽
主
事
　
高
橋
誠
（
保

健
環
境
課
主
事
）
▽
主
事
　
四
宮

優
子
（
税
務
課
主
事
）

▼
税
務
課

▽
諸
税
係
長
　
松
本
憲
好
（
固
定

資
産
税
係
長
）
▽
副
主
査
　
山
口

砂
智
子
（
総
務
課
副
主
査
）
▽
主

事
　
白
鳥
修
一
（
住
民
福
祉
課
主

事
）
▽
課
長
補
佐
兼
収
納
室
長

鈴
木
政
夫
（
総
務
課
長
補
佐
兼
文

書
室
長
）
▽
収
納
室
主
事
　
松
本

透
（
水
道
課
主
事
）
▽
収
納
室
主

事
　
吉
田
泰
行
（
教
育
委
員
会
主

事
）

▼
住
民
福
祉
課

▽
課
長
補
佐
　
長
谷
川
勉
（
総
務

課
財
政
係
長
）
▽
保
育
所
係
長

島
津
み
ち
子
（
副
主
査
）
▽
副
主

査
　
石
田
京
子
（
教
育
委
員
会
副

主
査
）
▽
天
津
保
育
所
長
　
吉
岡

詩
子
（
ひ
か
り
保
育
所
長
）
▽
ひ

か
り
保
育
所
長
　
渡
辺
八
重
子

（
ひ
か
り
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▽

浜
荻
保
育
所
長
　
栗
原
優
子
（
浜

荻
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▽
浜
荻

保
育
所
主
任
保
育
士
　
山
本
節
子

（
浜
荻
保
育
所
保
育
士
）
▽
天
津
保

育
所
主
任
保
育
士
　
森
洋
子
（
天

津
保
育
所
保
育
士
）
▽
ひ
か
り
保

育
所
主
任
保
育
士
　
栖
原
信
子

（
ひ
か
り
保
育
所
保
育
士
）
▽
ひ
か

り
保
育
所
主
任
保
育
士
　
小
滝
弘

子
（
ひ
か
り
保
育
所
保
育
士
）
▽

天
津
保
育
所
主
任
保
育
士
　
鈴
木

日
出
子
（
天
津
保
育
所
保
育
士
）

▽
浜
荻
保
育
所
保
育
士
　
宿
森
千

春
（
天
津
保
育
所
保
育
士
）

▼
保
健
環
境
課

▽
課
長
補
佐
兼
衛
生
セ
ン
タ
ー
所

長
　
長
谷
川
昌
明
（
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係
長
）
▽
環
境
衛
生
係

長
　
小
倉
茂
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
係

長
）
▽
主
事
　
佐
々
木
亜
希
子

（
総
務
課
文
書
室
主
事
）
▽
主
事

犬
石
貴
久
（
税
務
課
収
納
室
主
事
）

▼
産
業
建
設
課

▽
課
長
　
平
野
義
孝
（
課
長
補
佐
）

▽
課
長
補
佐
　
田
口
道
郎
（
水
道

課
長
補
佐
）
▽
建
設
係
長
　
長
谷

川
幹
男
（
主
任
技
師
）
▽
主
事

岡
本
岳
仁
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主
事
）

▼
教
育
委
員
会

▽
学
校
整
備
対
策
課
長
　
高
橋
力

太
郎
（
産
業
建
設
課
長
）
▽
主
任

主
事
　
佐
々
木
正
信
（
企
画
観
光

課
主
任
主
事
）
▽
主
査
兼
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
森
吉
栄
二

（
税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
室
長
）
▽

副
主
査
　
福
原
三
枝
子
（
税
務
課

副
主
査
▽
主
事
　
嶋
津
直
人
（
総

務
課
主
事
）
▽
小
湊
幼
稚
園
主
任

教
諭
　
忍
足
恵
子
（
天
津
幼
稚
園

主
任
教
諭
）
▽
天
津
幼
稚
園
教
諭

斎
藤
有
里
（
小
湊
幼
稚
園
教
諭
）

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
査

植
田
良
吉
（
住
民
福
祉
課
副
主
査
）

▽
小
湊
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

高
野
廣
美
（
天
津
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
）
▽
天
津
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
　
佐
藤
房
江
（
小
湊
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

▼
水
道
課

▽
課
長
補
佐
　
島
津
哲
久
（
保
健

環
境
課
長
補
佐
）
▽
主
任
主
事

鈴
木
武
志
（
産
業
建
設
課
主
任
主

事
）

▽
吉
野
金
治
（
住
民
福
祉
課
長
補

佐
）
▽
吉
野
タ
マ
エ
（
天
津
保
育

所
長
）
▽
白
石
君
江
（
浜
荻
保
育

所
長
）
▽
堀
内
広
美
（
天
津
保
育

所
主
任
保
育
士
）
▽
金
高
勝
也

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
住
民
福
祉
課
主
事
補
　
白
石
浩

一
郎
▽
天
津
保
育
所
保
育
士
　
高

庁庁庁庁
内内内内
人人人人
事事事事

異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
け
）

退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

退職者の皆さん（敬称略　左から）

吉野タマエ、白石君江、堀内広美、金高勝也、吉野金治

松
み
の
り
▽
天
津
保
育
所
保
育
士

鎌
田
理
恵
子
▽
ひ
か
り
保
育
所
保

育
士
　
伊
勢
渚
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー

清
掃
作
業
員
　
長
谷
川
直
行
▽
衛

生
セ
ン
タ
ー
清
掃
作
業
員
　
塩
津

修
司

（
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
）
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6歳未満の幼児には　チャイルドシートを着用させましょう

３
　
　
月

１
日
（
金
）
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会

２
日
（
土
）
法
政
大
学
野
球
部
鴨

川
キ
ャ
ン
プ
激
励
会
出
席

３
日
（
日
）
杉
の
木
シ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
会
通
常
総
会
出
席

４
日
（
月
）
定
例
課
長
会
議
開
催

５
日
（
火
）
臨
時
課
長
会
議
開
催

６
日
（
水
）
長
狭
高
校
定
時
制
卒

業
証
書
授
与
式
出
席

８
日
（
金
）
定
例
町
議
会

11
日
（
月
）
定
例
町
議
会

12
日
（
火
）
天
津
中
学
校
卒
業
式

出
席定

例
町
議
会

13
日
（
水
）
定
例
町
議
会

14
日
（
木
）
全
国
町
村
会
長
表
彰

伝
達
式
開
催

15
日
（
金
）
天
津
小
学
校
卒
業
式

出
席臨

時
職
員
採
用
試
験
お
よ
び
面

接
実
施

16
日
（
土
）
天
津
幼
稚
園
卒
園
式

出
席

18
日
（
月
）
定
例
課
長
会
議
開
催

19
日
（
火
）
和
田
町
長
選
挙
出
陣

式
出
席

20
日
（
水
）
社
会
福
祉
大
会
開
催

長
狭
衛
生
組
合
議
会
出
席

22
日
（
金
）
市
町
村
合
併
重
点
支

援
地
域
指
定
の
件
で
県
知
事
訪
問
　
　

市
町
村
合
併
は
、
昭
和
の
大
合

併
で
、
現
在
の
三
千
強
の
市
町
村

と
な
っ
た
。
昭
和
の
合
併
の
こ
ろ

は
、
道
路
は
未
舗
装
、
電
話
は
皆

無
に
等
し
く
、
自
転
車
中
心
な
ど

で
あ
っ
た
。

半
世
紀
後
の
今
は
、
道
路
状
況
、

道
路
網
の
大
き
な
変
化
、
携
帯
電

話
が
当
た
り
前
、
車
社
会
、
電
気

の
社
会
な
ど
な
ど
、
見
違
え
る
社

会
経
済
環
境
と
な
り
、
且
つ
、
一

人
一
人
の
生
活
圏
域
も
広
範
囲
と

な
り
、
昔
の
一
時
間
と
現
在
の
一

時
間
の
範
囲
は
当
時
の
想
像
を
は

る
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
し

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
半
世
紀
、
あ

る
い
は
百
年
後
の
こ
と
を
思
う
と
、

少
子
高
齢
社
会
に
よ
る
経
費
増
と

財
源
の
不
足
、
さ
ら
に
、
よ
り
一

層
の
高
度
情
報
化
社
会
に
よ
る
時

間
、
距
離
の
短
縮
な
ど
で
、
昭
和

初
期
に
描
か
れ
た
市
町
村
行
政
境

は
、
将
来
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。

安
房
の
市
町
村
長
の
会
合
で
、

数
ヶ
月
前
か
ら
話
し
合
い
が
続
け

ら
れ
、
合
併
重
点
支
援
地
域
の
指

定
を
受
け
、
本
格
的
に
合
併
の
是

非
、
あ
る
い
は
方
法
を
検
討
し
よ

う
と
の
こ
と
で
、
今
日
、
安
房
郡

十
一
市
町
村
の
首
長
と
議
会
議
長

が
そ
ろ
っ
て
堂
本
知
事
に
面
会
し
、

指
定
申
請
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
経
て
、
次
の
早
い

機
会
に
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、

本
格
的
な
検
討
に
入
る
こ
と
と
な

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
近
々
役

場
管
理
職
で
構
成
す
る
研
究
会
を

発
足
し
、
諸
問
題
、
諸
課
題
の
検

討
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

既
に
消
防
・
防
災
・
治
安
維
持

体
制
、
ゴ
ミ
の
問
題
、
水
道
、
火

葬
場
な
ど
生
活
面
の
原
点
と
な
る

も
の
は
広
域
行
政
化
し
、
合
理
的

に
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で

増
大
す
る
莫
大
な
財
政
負
担
は
、

合
併
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
可
能

と
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
合
併
す
る
と
す
れ
ば
ど
こ

と
合
併
す
れ
ば
い
い
の
か
。
旧
行

政
界
に
よ
る
安
房
中
心
と
す
る
考

え
も
一
つ
だ
が
、
お
互
い
の
持
ち

味
を
活
か
し
、
様
変
わ
り
し
て
い

る
生
活
圏
域
を
視
野
に
入
れ
た
合

併
の
考
え
も
、
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

む
ろ
ん
合
併
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
を
尊
重
せ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
後
世
の
た
め
、
そ
し
て
進
む

少
子
高
齢
社
会
で
の
社
会
的
経
済

の
負
担
増
と
財
源
不
足
の
中
、
よ

り
以
上
の
生
活
環
境
づ
く
り
に
向

け
る
た
め
、
近
視
眼
的
で
は
な
く
、

長
期
視
点
に
た
っ
て
皆
で
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

24
日
（
日
）
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
開
催

和
田
町
町
長
選
挙
当
選
祝
出
席

25
日
（
月
）
二
タ
間
ふ
れ
あ
い
橋

渡
り
初
め
開
催

仲
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

落
成
式
出
席

26
日
（
火
）
ひ
か
り
保
育
所
卒
園

式
出
席

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
理
事
会
、
協
議
会
お
よ
び
議

会
出
席

あ
り
が
と
う

寄
　
付

町
道
敷
地
の
一
部
と
し
て
、
左

記
の
皆
さ
ん
か
ら
用
地
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
も
道
路
整
備
等
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
町
道
浜
荻
梅
田
線
用
地
と
し
て

▼
�
エ
ス
シ
ー
・
エ
ス
テ
ー
ト
様
　
　

（
東
京
都
）

◎
町
道
小
此
木
横
線
の
用
地
と
し
て

▼
ジ
ェ
イ
エ
ス
ア
ー
ル
�
様

（
東
京
都
）

▼
�
ナ
カ
ボ
ー
テ
ッ
ク
様
　
　
　
　
　

（
東
京
都
）

▼
㈱
小
川
様
　
　
（
東
京
都
）

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
中
村
忠
夫
様
　
（
大
風
沢
）

４
、
０
０
０
円

▼
八
代
憲
雄
様
　
（
鴨
川
市
）

２
０
０
、
０
０
０
円

27
日
（
水
）
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
お
よ
び
評
議
会
開
催

財
産
区
管
理
会
開
催

財
産
区
作
業
員
慰
労
会
出
席

28
日
（
木
）
学
校
職
員
辞
令
交
付

式
出
席

郡
町
村
会
出
席

29
日
（
金
）
役
場
退
職
職
員
辞
令

交
付
式
実
施

県
庁
へ
研
修
生
終
了
御
礼
訪
問

町では、今後、地区座談会や広報誌などを通じて市町村合併に関す
る情報を提供していきたいと考えています。
市町村合併について皆さんからのご質問、ご意見等は、町企画観光
課までお願いいたします。

天津小湊町　企画観光課
〒２９９－５５９２　天津小湊町天津１１０４
TEL ０４７０－９４－０５１１（代）
Fax ０４７０－９４－０５３１
E-mail amatsukominato@awa.or.jp

市町村合併については
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年金は　世代と世代の　助け合い

全国の市区町村の住民基本台帳と
都道府県・指定情報処理機関を

ネットワークで結び、
電子政府・電子自治体の基盤をつくります。

●●●●平平平平成成成成11114444年年年年8888月月月月以以以以降降降降順順順順次次次次実実実実施施施施

●●●●平平平平成成成成11115555年年年年8888月月月月以以以以降降降降順順順順次次次次実実実実施施施施

住基ネットを運営するため、平成14年7月、住民票コードを住民の皆様に通知します。
個人情報保護に万全を期しつつ、IT社会に対応するため住基ネットを構築していき
ます。

住民基本台帳
ネットワーク
システムで
ひらくIT社会

お問い合わせは町住民福祉課
住民係へ

町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

主
催
ス
キ
ー
教
室
が
、
三
月
一
六

日
（
土
）
か
ら
一
九
日
（
火
）
に

か
け
て
、
福
島
県
南
郷
村
ス
キ
ー

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
一
六
回
目
を
迎
え
た
ス

キ
ー
教
室
は
、
小
学
校
六
年
生
最

後
の
思
い
出
づ
く
り
の
場
と
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
愛
好
会
員

と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
五
一
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

夜
行
バ
ス
で
本
町
を
出
発
し
、

バ
ス
に
揺
ら
れ
て
七
時
間
、
着
い

た
先
は
一
面
の
銀
世
界
。
み
ん
な

バ
ス
の
疲
れ
も
忘
れ
、
た
く
さ
ん

ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ス
キ
ー
日

和
が
続
き
、
雪
国
の
大
自
然
を
満

喫
し
、
参
加
者
ど
う
し
の
親
睦
も

深
め
ら
れ
た
四
日
間
で
し
た
。

ババババススススケケケケッッッットトトトボボボボーーーールルルル愛愛愛愛好好好好会会会会ススススキキキキーーーー教教教教室室室室
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スポーツに親しみ　健康づくり　

天
津
小
学
校
で
、
三
月
一

日
、
子
ど
も
た
ち
二
〇
人
を

対
象
に
「
太
巻
き
寿
司
」
つ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
巽
栄
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
椿
の
花
」
の

飾
り
寿
司
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

花
び
ら
に
な
る
細
巻
き

や
、
つ
ぼ
み
を
作
る
た
め
の

山
作
り
に
苦
労
し
な
が
ら

も
、
何
と
か
巻
き
上
げ
ま
し

た
。
切
っ
て
み
る
と
き
れ
い

な
「
椿
の
花
」
が
浮
か
び
上

が
り
、
自
然
に
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
見
本
に
「
か
た

つ
む
り
」
を
巽
先
生
が
、
巻

い
て
く
れ
る
と
子
ど
も
た
ち

は「
そ
れ
も
作
っ
て
み
よ
う
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

味
も
お
い
し
く
出
来
上
が

り
、
と
て
も
満
足
し
た
時
間

が
過
ご
せ
ま
し
た
。

日 時 

場 所 

●5月 11日（土） 
●午後1時30分 
　　～3時 
●地域福祉 
　　　センター 

4月1日から老人保健法の規定に基づき、 
高齢者の自己負担額が改定されました。 
4月1日から老人保健法の規定に基づき、 
高齢者の自己負担額が改定されました。 
4月1日から老人保健法の規定に基づき、 
高齢者の自己負担額が改定されました。 

 ①定額制の診療所（注） 

 ②病院および定率制の診療所 

●外来の場合 
 

 ①定額制の訪問看護ステーション（注） 
●老人保健の訪問看護を受けた場合 
 

 １日につき８００円　→　１日につき８５０円 
  １カ月に５日以上通院した場合は、その月の５日目以降の通院については負担はありません。 
 　（注）一部負担金を定額で徴収することを都道府県知事に届け出た診療所 
 

 １カ月に６日以上訪問看護を受けた場合は、その月の６日目以降の訪問看護については、基本利用料の負担は 
ありません。 
 （注）訪問看護に要した費用を定額で徴収することを都道府県知事に届け出た訪問看護ステーション 

一部負担金は医療費の１割ですが、同一の医療機関での負担額が１カ月に以下の額に達したときは、その後は 
自己負担はありません。 

改定前 改定後 

 
医療機関で院外処方せんを 
交付されなかった人 

医療機関で院外処方せんを 
交付された人 

医療機関で　３，０００円　→　３，２００円      

医療機関で　１，５００円　→　１，６００円                  
薬　　局で　１，５００円　→　１，６００円                  
それぞれで　２，５００円　→　２，６５０円                  

大病院（ベッド数が２００床以上ある病院）で受診された人は 

大病院（ベッド数が２００床以上ある病院）で受診された人は 

５，０００円　→　５，３００円                  

改定前 改定後 

 １日につき６００円　→　１日につき６４０円 
 

 ②定率制の訪問看護ステーション　 
一部負担金は老人保健の訪問看護に要する費用の１割ですが、同一の訪問看護ステーションでの基本利用料が 
１カ月に以下の額に達したときは、その後は基本利用料の負担はありません。 
１カ月に３，０００円　→　１カ月に３，２００円 
 

●問合せ＝町保健環境課 
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この社会　あなたの税が　いきている

赤赤赤赤十十十十字字字字ののののササササポポポポーーーータタタターーーーにににに
ななななっっっっててててくくくくだだだだささささいいいい

赤十字は、人道的使命に基づいて、国内の救護活
動や医療・献血活動をはじめ、各国の組織と緊密な
連携のもとに、海外緊急救援や開発援助を行うなど、
さまざまな活動を積極的に展開しています。
この活動は、独立性と中立性が強く求められ、公
的な資金に頼らず県民の皆様から寄せられる活動資
金（社資）によって賄われています。
赤十字が果たす役割の重要性をご理解いただき、

一人でも多くの皆様に活動資金のご協力をお願いい
たします。

商業統計調査に御協力を！
６月１日は商業統計調査の日です

この調査は、全国の卸売・小売業を営む事業所を
対象とし、商業の実態（商業事業所の分布状況や
販売活動など）を明らかにすることを目的として
います。
５月下旬に知事から任命された
調査員が調査票の記入のお願い
に、各事業所を訪問しますので、
御協力をお願いします。

経済産業省・千葉県・天津小湊町
〔問い合わせ先〕町企画観光課

�0470－94－0511

介
護
保
険
施
設
に
入
所
さ
れ
て

い
て
、
住
民
税
世
帯
非
課
税
の
人

は
、
食
事
の
費
用
額
が
減
額
に
な

り
ま
す
。

▼
介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
食
事

の
標
準
負
担
額

▽
町
民
税
世
帯
非
課
税
者
＝
５
０

０
円

▽
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
で

あ
っ
て
町
民
税
世
帯
非
課
税
者
＝

３
０
０
円

▼
問
合
せ
＝
町
住
民
福
祉
課
介
護

保
険
係 介

護
保
険
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人
へ

県
民
再
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設

県
で
は
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

解
消
の
一
環
と
し
て
「
県
民
再
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

お
よ
び
相
談
員
が
、
次
の
と
お
り

再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
の
各

種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
内
容

▽
相
談
員
＝
再
就
職
希
望
者
（
相

談
者
）
の
希
望
職
業
等
の
聴
取
、

職
業
適
性
検
査
の
実
施
、
職
業
情

報
の
提
供
等

▽
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
職

業
適
性
相
談
、
メ
ン
タ
ル
面
の
ケ

ア
等

▼
相
談
時
間
・
相
談
日

▽
相
談
員
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
日
祭
日
を
除
く
平
日
）

▽
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
週
２
日
、

原
則
と
し
て
予
約
制
）

▼
相
談
場
所
・
問
合
せ

▽
千
葉
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
南
庁
舎

１
階
）

�
０
４
３
（
２
２
３
）
５
７
３
５

０
４
３
（
２
２
４
）
２
９
１
８

▽
東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
（
東
葛
飾
合

同
庁
舎
３
階
）

�
０
４
７
（
３
６
１
）
４
０
１
６

０
４
７
（
３
６
１
）
４
０
４
３

野
鳥
観
察
会
の
お
知
ら
せ

初
夏
の
内
浦
山
県
民
の
森
を
訪
れ

る
、
夏
鳥
や
留
鳥
の
さ
え
ず
り
を

聞
き
な
が
ら
奥
谷
林
道
を
散
策
し

ま
せ
ん
か
？

▼
開
催
日
時
＝
５
月
12
日
（
日
）

10
時
〜
14
時
30
分

▼
募
集
人
数
＝
30
名
（
定
員
に
な

内浦山県民の森より
催催催催しししし物物物物ののののごごごご案案案案内内内内

▼
募
集
種
目
＝
自
衛
官
２
士

▼
応
募
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
男
子

▼
締
め
切
り
＝
５
月
中
旬
頃

▼
採
用
期
日
＝
７
月
下
旬

▼
試
験
種
目
＝
筆
記
試
験
（
国

語
・
数
学
・
社
会
及
び
作
文
）、
面

接
、
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
千
葉
地
方
連

絡
部
館
山
募
集
事
務
所

�
０
４
７
０
（
２
２
）
０
３
８
５

自
衛
官
募
集
の

お
知
ら
せ

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

▼
対
象
者
＝
ど
な
た
で
も

▼
講
師
＝
千
葉
県
野
鳥
の
会
会
長

富
谷
健
三
先
生

▼
集
合
＝
総
合
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

（
９
時
45
分
よ
り
受
付
）

▼
参
加
費
用
１
０
０
円
（
保
険
料
）

▼
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
・
弁
当
・

雨
具
・
双
眼
鏡
・
図
鑑
・
健
康
保

険
証
・
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服

装
等

▼
そ
の
他
＝
雨
天
中
止
の
場
合
、

当
日
午
前
６
時
に
決
定
い
た
し
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
内
浦
山
県
民

の
森

�
９
５
―
２
８
２
１

平
成
14
年
度

千
葉
県
調
理
師

試
験
案
内

▼
試
験
期
日
＝
７
月
18
日
（
木
）

（
午
後
２
時
〜
４
時
）

▼
試
験
場
所
＝
幕
張
メ
ッ
セ

▼
願
書
受
付
＝
５
月
20
日
（
月
）

〜
22
日
（
水
）

▼
願
書
提
出
先
＝
住
所
地
の
所
轄

保
健
所

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
房
保
健
所

�
０
４
７
０
（
２
２
）
４
５
１
１
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車を運転中の携帯電話の使用は　禁止されています

平
成
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
、

千
葉
地
方
裁
判
所
木
更
津
支
部
お

よ
び
館
山
支
部
に
お
い
て
取
り
扱

う
事
務
の
う
ち
次
の
事
件
（
以
下

「
不
動
産
等
競
売
事
件
」
と
い
う
。）

に
関
す
る
事
務
は
、
千
葉
地
方
裁

判
所
本
庁
で
取
り
扱
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
四
月
一
日
以
降

の
不
動
産
等
競
売
事
件
の
申
立
て

や
各
種
届
出
は
本
庁
に
対
し
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
不
動
産
、
船
舶
、
航
空
機
、
自

動
車
、
建
設
機
械
お
よ
び
小
型
船

舶
に
対
す
る
強
制
執
行
事
件

▽
不
動
産
、
船
舶
、
航
空
機
、
自

動
車
、
建
設
機
械
お
よ
び
小
型
船

舶
を
目
的
と
す
る
担
保
権
の
実
行

と
し
て
の
競
売
事
件

な
お
、
不
動
産
等
の
買
受
希
望

者
の
た
め
の
物
件
明
細
書
、
現
況

調
査
報
告
書
お
よ
び
評
価
書
の
各

資
料
に
つ
い
て
も
、
四
月
一
日
以

降
は
千
葉
地
方
裁
判
所
本
庁
に
備

え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
木

更
津
支
部
お
よ
び
館
山
支
部
に
も

そ
の
写
し
を
備
え
置
き
、
閲
覧
に

供
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

▽
千
葉
地
方
裁
判
所
民
事
訟
廷
事

務
室�０

４
３
（
２
２
２
）
０
１
６
５

▽
千
葉
地
方
裁
判
所
木
更
津
支
部

庶
務
課

�
０
４
３
８
（
２
２
）
３
７
７
４

▽
館
山
支
部
庶
務
課

�
０
４
７
０
（
２
２
）
２
２
７
３

千
葉
地
方
裁
判
所
木
更
津
支
部
お
よ
び
館
山
支
部

に
お
け
る
取
扱
事
務
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

千
葉
県
高
齢
期
雇
用

就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー

か
ら
の
ご
案
内

当
コ
ー
ナ
ー
は
、
高
齢
期
の
職

業
生
活
設
計
へ
の
支
援
を
行
う
国

の
機
関
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
附
属
機

関
）
で
す
。

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
必
要
な

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
・
健
康
保

険
・
税
金
等
の
基
礎
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
と

再
就
職
へ
の
支
援
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
計
画
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
＝
毎

月
第
２
水
曜
日

※
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
補
講
）
毎
月
第
４
金
曜
日
午
前

▼
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＝
毎
月

第
３
金
曜
日
　

※
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
補
講
）
毎
月
第
４
金
曜
日
午
後

▼
１
級
研
修

▽
受
講
対
象
＝
２
級
訪
問
介
護
員

資
格
取
得
後
、
就
業
期
間
１
年
以

上
の
人

▽
研
修
期
間
＝
７
月
９
日
（
火
）

〜
11
月
15
日
（
金
）
の
間
の
37
日

間▽
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
等
実
費
２
０
、
０
０
０

円
は
自
己
負
担
）

▼
２
級
研
修

▽
受
講
対
象
＝
特
に
制
限
な
し

▽
研
修
期
間
＝
７
月
20
（
土
）
〜

11
月
９
日
（
土
）
の
間
の
22
日
間

▽
受
講
料
＝
６
０
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
除
く
）

▼
申
込
期
間
＝
５
月
31
日
（
金
）

必
着

▼
試
験
日
＝
６
月
15
日
（
土
）
選

考
方
法
は
書
類
及
び
面
接
審
査

▼
申
込
方
法

▼
対
象
者
＝
18
歳
〜
65
歳
ま
で
の

男
女

▼
募
集
人
数
＝
15
人

▼
講
習
内
容
＝
調
理
実
習
と
講

話
・
年
間
10
回
（
６
月
〜
２
月
）

※
８
回
以
上
の
出
席
者
に
修
了
証

書
を
交
付
し
ま
す

▼
参
加
費
＝
テ
キ
ス
ト
代
の
み

（
２
冊
で
約
１
、
５
０
０
円
）

▼
申
込
締
切
＝
５
月
31
日
（
金
）

参
加
費
・
テ
キ
ス
ト
代
等
す
べ

て
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
が
、
当

コ
ー
ナ
ー
へ
の
会
員
登
録
が
必
要

で
す
。（
登
録
料
等
無
料
）

▼
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ち
ば

（
千
葉
公
共
職
業
安
定
所
）
千
葉
高

齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー

�
０
４
３
（
２
３
８
）
８
３
０
０

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
町
保
健
環
境

課
　
岡
野
ま
で

亀
田
訪
問
介
護
員

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

養
成
研
修

▽
履
歴
書
（
写
真
貼
付
、
１
級
研

修
の
場
合
は
２
級
訪
問
介
護
員
の

実
務
経
験
を
記
載
）
▽
志
望
動
機

（
１
級
研
修
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
３
枚
以
内
、
２
級
研
修
は
１

枚
）
▽
返
信
用
封
筒
（
宛
先
を
記

入
の
う
え
、
１
級
研
修
は
90
円
切

手
、
２
級
研
修
は
80
円
切
手
を
貼

付
）
▽
２
級
訪
問
介
護
員
修
了
証

書
の
写
し
（
１
級
研
修
の
み
）
を

送
付

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
〒
２
９
６
‐

８
６
０
２
　
鴨
川
市
東
町
９
２
９

亀
田
総
合
病
院
教
育
部

�
（
９
９
）
１
１
６
５

第
12
回

救
急
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

▼
講
座
内
容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

役
割
、
災
害
時
の
疾
病
や
外
傷
、

傷
病
者
の
管
理
、
応
急
処
置
、
搬

送
法
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
講
義

と
実
技

▼
日
時
＝
６
月
22
日
、
29
日
、
７

月
６
日
、
13
日
（
毎
週
土
曜
日
、

全
４
回
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
受
講
対
象
＝
年
齢
65
歳
ま
で

（
18
歳
以
下
の
場
合
は
保
護
者
の
承

諾
書
要
、
受
講
が
決
定
し
た
時
提

出
）

▼
定
員
＝
25
人

▼
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、
教

材
費
２
、
５
０
０
円
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
開
始
＝
５
月
７
日
（
火
）

か
ら
申
込
開
始
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

▼
申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性

別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
職

業
（
勤
務
先
明
記
）
・
返
信
用
宛

先
を
明
記
し
、
郵
送
で
申
込
み

▼
申
込
・
問
合
せ
＝
〒
２
９
６
‐

８
６
０
２
　
鴨
川
市
東
町
９
２
９

亀
田
総
合
病
院
教
育
部

�
（
９
９
）
１
１
６
５

おいしく、たのしく、 
バランスよく！ 

 あなたの食生活 
見直してみませんか 

栄養教室 
参加者募集 



5月26日（日）は　ゴミゼロ運動を行います
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総合検診等の日程が決まりました 総合検診等の日程が決まりました 総合検診等の日程が決まりました 
健康を維持していくために、日々の健康に対する姿勢や、健康診断による健康チェック等が必要です。 
今年度の検診日程は、次のとおりです。 

★子宮がん検診（車検診）３０歳以上 
月　日 

6月10日（月） 
 場　所 

健康管理センター 午前8時30分～9時30分 
小湊小体育館 午前10時30分～11時30分 

時　間 

★乳がん検診　３０歳以上 
月　日 

6月20日（木） 
6月27日（木） 

 場　所 
健康管理センター 午後１時～１時30分 
小湊小体育館 午後１時～１時30分 

時　間 

★大腸がん検診　４０歳以上 
月　日 

10月1日（火） 
10月9日（火）・10日（木） 

容器配布 
容器回収 

備　考 
★肺がん検診（喀痰）５０歳以上 
月　日 

9月12日（木） 
11月５日（火） 

8月の総合検診時に配布 
10月の総合検診（追加）時に配布 

備　考 

★総合検診（循環器・胃部・胸部）４０歳以上 
月　日 

8月20日（火） 
8月21日（水） 
8月22日（木） 
8月23日（金） 
8月27日（火） 
8月28日（水） 
8月29日（木） 
10月29日（火） 

 場　所 
健康管理センター 
健康管理センター 
天津小体育館 
天津小体育館 

午前7時～9時 
小湊漁村センター 

四方木青年館  
健康管理センター 

東町・恵車・仲町・西町  
芝・引土 
芝・城戸・浜町  
新町・谷・橋本・仲宿  
7区～14区 
1区～6区 
四方木・清澄  
追加検診   

小湊小体育館 

時　間 対象地区 
 

★子宮がん検診（施設検診）３０歳以上 
月　日 

10月21日（月）～11月22日（金） 
 医療機関 

亀田クリニック・三橋病院等 

※各検診の詳細については、その都度お知らせします。 

 5月29日（水） 

 5月30日（木）    

5月31日（金） 

6月   　3日（月） 

6月　5日（水） 

 6月11日（火 ） 

6月13日（木）    

 6月18日（火）    

6月21日（金） 

 浜荻西青年館                         

住吉実豊の館                         

仲宿コミュニティセンター             

大萩青年館 

 小湊青年館                           

橋本青年館                           

新町青年館                           

引土青年館                           

四方木青年館                         

浜荻東青年館                         

谷町コミュニティセンター             

奥谷青年館                           

若宮集会所 

平成１４年度各地区健康相談予定表 

 午前9時30分～ 
11時30分 
 

午後1時～3時                       

 

◆
◆
国
民
年
金
だ
よ
り
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

老
齢
基
礎
年
金
は
請
求
し
な
い
と

も
ら
え
ま
せ
ん

＊
請
求
で
き
る
人
は

老
齢
基
礎
年
金
は
、
六
五
歳
か

ら
受
け
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

六
〇
歳
を
過
ぎ
れ
ば
希
望
に
よ
り
、

繰
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
六
〇
歳
の
誕
生

日
の
前
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

「
も
ら
え
る
も
の
な
ら
、
で
き

る
だ
け
早
く
も
ら
い
た
い
…
」
誰

で
も
思
う
こ
と
で
す
が
、
繰
上
げ

て
受
け
取
る
と
次
の
よ
う
な
不
利

な
面
も
あ
り
ま
す
。

▼
受
け
始
め
る
年
齢
に
よ
っ
て
年

金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
額
は
一

生
そ
の
ま
ま
に
な
る
（
例
＝
昭
和

一
六
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
が
六
〇
歳
で
請
求
す
る
と
、

受
け
ら
れ
る
年
金
額
は
六
五
歳
で

受
け
取
る
額
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

六
五
歳
に
な
っ
て
も
額
の
増
加
は

あ
り
ま
せ
ん
）

▼
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
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やがて来る　老後に確かな　国民年金

初
つ
ば
め
外と

孫ま
ご

来
し
ご
と
妻
は
し
ゃ
ぐ
　
　
　
冨
沢
　
秀
男

お
彼
岸
の
墓
地
に
手
入
れ
の
ゆ
き
と
ど
き
　
　
滝
口
ト
シ
子

思
い
出
の
桜は
な

の
便
り
を
た
ず
ね
け
り
　
　
　
　
三
浦
　
秋
子

熱
燗
あ
つ
か
ん

は
何
時
も
と
同
じ
春
炬
燵
こ
た
つ

金
井
　
喜
一

櫂か
ひ

握
る
力
は
じ
け
る
屈
原
忌

く
つ
げ
ん
き

四
宮
　
哲
也

春
の
雨
静
か
に
雫
し
ず
く
育
て
ゐ
し
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
照
子

犬
つ
れ
て
光
の
中
の
青
き
踏
む
　
　
　
　
　
　
中
村
　
富
美

拾
ひ
行
く
藪
裾
や
ぶ
す
そ

の
み
ち
野
梅
咲
く
　
　
　
　
　
斉
藤
い
し
子

一
灯
を
点
し
て
足
り
る
雛

ひ
い
なの
間
　
　
　
　
　
　
小
谷
　
敏
子

祈
願
絵
馬
奉
謝
ほ
う
し
ゃ

絵
馬
あ
り
さ
く
ら
咲
く
　
　
　
渡
辺
　
澄
子

連
翹
れ
ん
ぎ
ょ
うの
一
鉢
丸
く
仕
立
け
り
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
安
夫

一
雨
に
光
纒ま
と

ひ
て
山
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
西
宮
　
き
み

桃
の
花
宿
に
バ
ス
着
く
夕
べ
か
な
　
　
　
　
　
西
宮
　
鉄
雄

海
よ
り
の
風
絶
ゆ
る
な
し
姫
辛
夷
こ
ぶ
し

白
鳥
　
謹
司

や
わ
ら
か
き
日
差
の
中
の
ひ
じ
き
刈
　
　
　
　
西
宮
　
米
造

タ
ン
カ
ー
の
ど
う
と
居
座
る
海
の
海
　
　
　
　
野
村
　
照
雄

ま
ま
ご
と
の
様
な
庭
畑
春
の
雨
　
　
　
　
　
　
野
村
　
　
子

春
一
番
兔
の
耳
は
月
を
恋
ひ
　
　
　
　
　
　
　
冨
川
仁
一
郎

春
宵
し
ゅ
ん
し
ょ
うの
ハ
ン
ガ
ー
に
あ
る
晴
着
か
な
　
　
　
　
久
野
八
重
子

ゆ
る
や
か
な
流
れ
に
映
る
土
手
の
春
　
　
　
　
金
高
　
雪
子

大
輪
の
椿
開
き
て
雨
あ
が
る
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
　
博

又
薬
ふ
え
て
重
荷
の
二
月
か
な
　
　
　
　
　
　
西
川
ま
さ
子

一
歩
二
歩
行
き
つ
戻
り
つ
暖
か
さ
　
　
　
　
　
中
野
　
ミ
ヨ

観
梅
や
坂
だ
ら
だ
ら
と
海
開
く
　
　
　
　
　
　
北
浦
　
テ
ル

春
寒
や
な
か
な
か
伸
び
ぬ
老
の
腰
　
　
　
　
　
北
浦
　
春
子

春
霞
寝
釈
迦
の
山
を
隠
し
け
り
　
　
　
　
　
　
石
井
き
よ
子

置
き
ざ
り
の
鉢
に
生
ま
れ
し
小
さ
き
春
　
　
　
根
本
美
智
子

鎮
座
ち
ん
ざ

し
て
ひ
か
り
こ
ぼ
せ
る
蕗ふ
き

の
薹と
う

原
　
　
栄
子

さ
わ
さ
わ
と
鼓
動
聞
ゆ
る
芽
吹
山
　
　
　
　
　
今
井
　
峰
月

も
の
ゝ
芽
の
一
つ
一
つ
の
光
か
な
　
　
　
　
　
的
場
　
玉
歩

ねんきん
�なな�ちゃん

期
間
の
あ
る
人
に
支
給
さ
れ
る
特

別
支
給
の
年
金
が
、
繰
上
げ
請
求

し
た
と
き
か
ら
六
五
歳
ま
で
、
そ

の
一
部
ま
た
は
全
部
の
支
給
が
止

め
ら
れ
る

▼
遺
族
厚
生
年
金
な
ど
を
受
け
て

い
る
か
、
ま
た
は
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
六
五
歳
ま

で
は
ど
ち
ら
か
一
つ
し
か
受
け
ら

れ
な
い

▼
六
五
歳
に
な
る
ま
で
に
、
障
害

者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
繰
上

げ
て
受
け
て
い
る
人
は
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

る▼
六
五
歳
に
な
る
ま
で
に
ご
主
人

が
死
亡
し
、
寡
婦
年
金
を
受
け
取

る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
繰
上
げ
て

受
け
て
い
る
人
は
寡
婦
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
も
女

性
も
世
界
一
、
老
後
は
確
実
に
長

く
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
時
か
ら

積
み
重
ね
て
き
た
年
金
で
す
。
安

易
に
繰
上
げ
請
求
し
て
後
悔
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
慎
重
に
請
求

し
ま
し
ょ
う
。

＊
受
付
窓
口
は

役
場
お
よ
び
小
湊
出
張
所
の
窓

口
で
は
、
生
涯
一
号
被
保
険
者

（
自
分
で
保
険
料
を
支
払
い
続
け
て

い
た
人
）
の
み
請
求
を
受
け
付
け

ま
す
。
必
要
書
類
は
、
裁
定
請
求

書
（
年
金
振
込
先
金
融
機
関
の
証

明
が
必
要
）、
繰
り
上
げ
請
求
書

（
六
〇
〜
六
四
歳
で
請
求
す
る
人
の

み
）、
前
月
分
の
保
険
料
の
領
収
書

（
六
〇
歳
で
請
求
す
る
人
の
み
）、

印
鑑
、
家
族
全
員
の
住
民
票
、
戸

籍
謄
本
で
す
。
過
去
に
第
三
号
被

保
険
者
（
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
）
期
間
が
一
カ
月
で
も
あ
る

人
は
、
木
更
津
社
会
保
険
事
務
所

で
受
け
付
け
ま
す
。
先
月
か
ら
役

受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
！

で
も
手
続
き
し
な
い
と
年
金
が
…

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
亡

く
な
っ
た
場
合
、
戸
籍
上
の
死
亡

の
手
続
き
を
す
れ
ば
大
丈
夫
と
考

え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
死

亡
し
た
と
き
は
、
年
金
を
支
給
し

て
い
る
機
関
に
も
死
亡
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手

続
き
を
忘
れ
る
と
、
亡
く
な
っ
て

い
る
人
に
年
金
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
亡
く
な
っ
た
月

以
降
分
に
つ
い
て
は
返
還
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
に
必

要
な
書
類
は
、
亡
く
な
っ
た
受
給

者
の
年
金
証
書
と
死
亡
を
証
明
す

る
書
類
（
住
民
票
の
除
票
や
除
籍

謄
本
な
ど
）、
届
出
者
の
認
印
で
す
。

亡
く
な
っ
た
受
給
者
が
親
族
と

同
一
世
帯
で
生
計
を
共
に
し
て
い

た
場
合
は
、
死
亡
月
ま
で
の
年
金

（
未
支
給
分
）
を
、
遺
族
の
人
が
も

ら
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
亡
く
な
っ
た
受
給
者
と
の

関
係
を
証
明
す
る
書
類
（
家
族
全

員
の
住
民
票
、
戸
籍
謄
本
）
が
さ

ら
に
必
要
で
す
。
亡
く
な
っ
た
受

給
者
が
単
身
世
帯
で
あ
っ
た
り
、

施
設
で
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
場

合
、
遺
族
は
未
支
給
分
を
受
給
で

き
ず
、
死
亡
届
の
み
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
の
場
所
は
、
国
民
年
金

の
み
を
受
給
し
て
い
た
人
は
町
役

場
お
よ
び
小
湊
出
張
所
、
厚
生
年

金
、
船
員
保
険
お
よ
び
そ
れ
ら
と

国
民
年
金
を
両
方
受
給
（
通
算
老

齢
）
し
て
い
た
人
は
木
更
津
社
会

保
険
事
務
所
、
公
務
員
や
農
林
業

な
ど
の
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い

た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
済
組
合

で
す
。

場
窓
口
で
の
受
け
付
け
は
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。



身近な話題は　企画課広報係まで

5月の予定  5月の予定  

午後0時30分～ 
　　　　　1時 
午後0時30分～ 
　　　　　1時　 
午後0時30分～ 
　　　　　1時 
午後0時30分～ 
　　　　　1時　 

健康管理センター 5月 8 日（水） 

町コミュニティセンター 5月10日（金） 

町コミュニティセンター 5月21日（火） 

健康管理センター 5月22日（水） 

月　　日 場　　所 受付時間・摘要 予防接種 

日本脳炎  

三種混合 
（百日ぜき・ジフ 
　テリア・破傷風） 

平成13年3月
31日以前に生
まれた幼児 

平成10年4月
2日～平成11
年4月1日に生
まれた幼児 

午後0時30分～ 
　　　　　1時　 
午後0時30分～ 
　　　　　1時　 

健康管理センター 5月30日（木） 

町コミュニティセンター 5月31日（金） 

ポ  リ  オ 
（急性灰白髄炎） 
生ワクチン投与 

平成13年12
月31日以前に
生まれた乳幼
児 

月　　日 場　　所 受付時間・摘要 無料相談 

行 政 相 談  午前10時～午後3時 役場住民相談室 5月17日（金） 

人 権 相 談  午前10時～午後3時 役場2階会議室 5月21日（火） 

法 律 相 談  午後1時～午後4時 地域福祉センター 5月17日（金） 

年 金 相 談  
午前10時～午後3時 

鴨川市役所 5月16日（木） 

心配ごと相談 
5月 2 日（木） 

5月17日（金） 
午後1時30分～4時 地域福祉センター 

受付は午前は11時、 
午後は2時まで 

一
　
般
　
ご
　
み 

不
燃
物
（
ビ
ン
・
カ
ン
） 

5
月
収
集
予
定
表 

坂
　
本 

清
　
澄 

四
方
木 

小
　
湊 

内
　
浦 

天
　
津 

浜
　
荻 

収
集
区
域 

燃
え
る
ご
み 

ビ
ン
類 

カ
ン
類 

収
集
す
る
日
（
毎
週
） 

火・木 

第2・第4 
　　水曜日 

第1・第3 
　　水曜日 

月・水・金 

火 

木 

※
燃
え
る
ご
み
、燃
え
な
い
ご
み
を
分
け
て
く
だ
さ
い
。（
焼
却
炉
の
損
傷 

　
の
原
因
に
な
り
ま
す
） 

※
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、ス
プ
レ
ー
な
ど
は
、必
ず
穴
を
開
け
て 

　
捨
て
て
く
だ
さ
い
。 

※
ご
み
置
場
周
辺
は
い
つ
も
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。 

※
土
曜
日
・
休
日
は
ご
み
の
収
集
を
い
た
し
ま
せ
ん
。 

※
テ
レ
ビ
、洗
濯
機
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
は
ご
み
と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
。 

※
紙
類
は
分
け
て
出
し
ま
し
ょ
う
。 

一　般　ご　み 
不燃物（ビン・カン） 
一 　 般 　ご　 み 
不燃物（ビン・カン） 

5月収集予定表 5月収集予定表 

火 紙
類 ※古紙・ダンボール・ 雑誌・新聞紙等 

5月6日（月）は臨時収集いたします 

16平成14 年 5 月号 広報あまつこみなと  

先
月
号
の
公
民
館
だ
よ
り
、
サ

ー
ク
ル
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
「
写
佛

に
願
い
を
」
で
、
お
名
前
・
字
句

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
林
凉
子
さ
ん
で
、

「
合
掌
」
で
す
。

ま
た
、「
ガ
ラ
ス
彫
刻
教
室
」

と
し
て
掲
載
し
た
写
真
は
、
正
し

く
は
「
ピ
ュ
ア
フ
ラ
ワ
ー
教
室
」

で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま

す
。

お
詫
び
と
訂
正

※納期を過ぎると延滞金がかかる 
　場合があります。 
※口座振替の人は、預金残高の確 
　認をお願いします。 

  

５月３１日（金）まで 

５月30日は
ゴゴゴゴミミミミゼゼゼゼロロロロのののの日日日日
ゴミや空缶の落ちて
いない美しい町に

今年は５月26日（日）に
行いますので皆さんのご
協力をお願いいたします。
・ゴミの減量化にもっと　
関心を持ちましょう

・資源のリサイクル（再
利用）に取り組みまし
ょう

「
ハ
ッ
ス
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
は
今
月
号
で
終
了
し
ま
す


